
波
郷 

記
念
館 

だ
よ
り 

         
 

 

第
二
一
回
石
田
波
郷
記
念
「
は
こ
べ
ら
」
俳
句
大
会 

 
 

 
 

 
 

 

受
賞
作
品
決
定
い
た
し
ま
し
た 

 

今
回
で
二
一
回
目
を
迎
え
た
石
田
波
郷
記
念
「
は
こ
べ
ら
」
俳
句

大
会
で
す
が
、
今
年
度
は
、
四
〇
一
名
、
八
〇
一
句
、
六
年
ぶ
り
に

四
百
名
を
越
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

上
田
日
差
子
（
ひ
ざ
し
）

先
生
、
岸
本
尚
毅
先
生
、
鈴
木
し
げ
を
先

生
、
德
田
千
鶴
子
先
生
、
能
村
（
の
む
ら
）
研
三
先
生
に
よ
る
選
考
で
、

は
こ
べ
ら
賞
、
石
田
波
郷
記
念
館
賞
、
特
選
、
入
選
の
各
賞
が
決
定

し
、
三
月
一
三
日
（
日
）
、
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
授
賞
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

は
こ
べ
ら
賞 

 
 
 
 

清
冽
な
波
郷
の
こ
と
ば
泉
湧
く 

 

石
田
雄
進 

  

上
田
日
差
子
先
生
特
選
、
德
田
千
鶴
子
先
生
入
選
、
能
村
研
三
先

生
入
選
に
よ
り
、
は
こ
べ
ら
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

【
上
田
日
差
子
先
生
講
評
】 

 

「
打
坐
（
だ
ざ
）

即
刻
」「
俳
句
は
私
小
説
で
あ
る
」
「
俳
句
は
飽
く

ま
で
も
韻
文
の
髄
の
髄
で
あ
る
」
な
ど
、
波
郷
の
提
言
し
た
こ
と

ば
は
今
で
も
俳
句
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
清
冽
（
せ
い

れ
つ
）

な
泉
」
を
手
に
受
け
る
思
い
で
あ
る
。 

  

石
田
波
郷
記
念
館
賞 

一
本
の
紙
縒
が
火
種
大
ど
ん
ど 

 

今
井
文
雄 

 

鈴
木
し
げ
を
先
生
特
選
、
德
田
千
鶴
子
先
生
入
選
、
能
村
研
三
先

生
入
選
に
よ
り
、
石
田
波
郷
記
念
館
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

【
鈴
木
し
げ
を
先
生
講
評
】 

 
ど
ん
ど
は
、
新
年
小
正
月
の
祭
事
で
あ
る
。
神
か
ら
受
け
た
一
本

の
紙
縒
に
よ
っ
て
火
入
れ
が
は
じ
ま
る
。
炎
々
と
燃
え
さ
か
る
ど

ん
ど
火
も
一
本
の
紙
縒
（
こ
よ
り
）
か
ら
。
省
略
の
効
い
た
作
で
あ
る
。 

  

 

  
 

第５５号 



授
賞
式
で
は
選
者
の
先
生
方
よ
り
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                      

 
 
 

 

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
石
田
波
郷
と
砂
町
』
刊
行 

  

波
郷
が
城
東
区
北
砂
町
（
現
・
江
東
区
北
砂
）
に
転
居
し
た
の
は
、

昭
和
二
一
年
三
月
で
す
。
そ
の
後
一
二
年
間
住
み
、
波
郷
は
砂
町
を

「
第
二
の
故
郷
」
と
呼
び
親
し
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
、
石
田
波
郷
と
波
郷
の
愛
し
た
砂
町
を
紹
介
す
る
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
を
刊
行
し
ま
し
た
。 

 

俳
人
・
石
田
波
郷
に
つ
い
て
、
波
郷
と
砂
町
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
は
砂
町
エ
リ
ア
の
見
ど
こ
ろ
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て

い
ま
す
。 

 

目
次 

 

石
田
波
郷
Ｑ
＆
Ａ 

 

１ 

波
郷
の
生
涯 

 

２ 

波
郷
の
俳
句 

 

３ 

波
郷
と
砂
町 

 

４ 

砂
町
を
歩
く 

～
吟
行
・
散
策
・
史
跡
巡
り
～ 

  

波
郷
記
念
館
の
見
学
、
砂
町
の
吟
行
、 

史
跡
巡
り
の
お
共
に
い
か
が
で
す
か
。 

 

砂町文化センター

窓口で販売中 

１冊３００円 

 

第２１回「はこべら」俳句大会

句集を砂町文化センター窓口で

販売しています。  

１冊５００円 

 

はこべらすずめちゃん 

 

 

 

 

 

 

 

上田日差子先生 

鈴木しげを先生 

能村研三先生 

岸本尚毅先生 

 

 



 
 
 

 

石
田
波
郷
記
念
館
の
ご
案
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
石
田
波
郷
を
顕
彰
し
紹
介
す
る
、
石

田
波
郷
記
念
館
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
遺
族
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
波
郷
の
作
品
資
料
、
愛
用
品
な

ど
、
貴
重
な
品
々
を
展
示
し
、
平
成
一
二
年
の
開
館
以
来
、
多
く
の

方
々
に
足
を
は
こ
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
は
、 

「
区
内
の
近
く
の
公
園
の
石
碑
が
あ
っ
て
名
前
を
知
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
人
か
、
ど
う
い
う
人
生
を
送
っ
た
の
か
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
こ
こ
で
そ
れ
を
知
る
事
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
昔

の
江
東
区
の
写
真
も
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
か
と
知
れ
て

良
か
っ
た
で
す
。」 

「
あ
ら
た
め
て
俳
句
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
入
館
見
学
で
き
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
鶴
」
を
拝
読
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。」 

と
い
っ
た
お
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

波
郷
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
俳
句
愛
好
者
、
こ
れ
か
ら
俳
句
を
は

じ
め
て
み
よ
う
と
ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
る
方
、
砂
町
の
歴
史
に
関
心

の
あ
る
方
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
俳
句
は
生
活
の
裡
（
う
ち
）

に 

 
 

満
目
季
節
を
の
ぞ
み
、 

 
 

粛
々
（
し
ゅ
く
し
ゅ
く
）

又
朗
々
た
る 

 
 

打
坐
（
だ
ざ
）

即
刻
の
う
た
也
」 

 

右
は
波
郷
が
「
鶴
」
昭
和
二
一
年 

三
月
の
表
紙
裏
に
掲
げ
た
宣
言
。 

 

記
念
館
で
は
、「
鶴
」
昭
和
二
一
年 

五
月
号
と
波
郷
筆
色
紙
を
展
示
し
て 

い
ま
す
。 

  

波
郷
が
砂
町
在
住
時
代
に
撮
っ
た 

写
真
も
公
開
中
で
す
。 

 
 

砂
町
銀
座
、
境
川
交
差
点
、
志 

演
神
社
、
妙
久
寺
な
ど
、
波
郷 

の
自
宅
周
辺
の
写
真
な
ど 

       

 

 

「石田波郷と写真」 



                      

― 砂町で吟行＆句会を開いてみませんか ― 

【施設のご案内】～句会に～ 

砂町文化センターでは、「会議室」などの施設をお貸出ししております 

（有料）。 

センターには、「石田波郷記念館」、「砂町図書館」が併設されています。 

  図書館には俳句関連図書コーナーもあります。 

 

               

 

 

 

 

 

【周辺のご案内】～吟行に～ 

文化センターの周辺には、石田波郷も歩いた妙久（みょうきゅう）寺や志演

（しのぶ）神社、JR 貨物小名木川（おなぎがわ）線などがあります。 

また、少し足を延ばしていただくと、小名木川や仙台堀川親水公園、江

戸時代に建てられた旧大石家住宅（江東区指定文化財）など散策をお楽

しみいただけます。 

 

【会議室を利用するには】 

  ３か月前の３日午後１時から、お電話で予約をお受け付けいたします。 

   （例えば、４月３日午後１時からは、７月分の受付を開始します。） 

  詳しくは、砂町文化センターホームページをご覧いただくか、お電話に

てお問い合わせください。 

  江東区砂町文化センター ０３（３６４０）１７５１ 

   開館時間 ９～２２時（電話予約・料金等取扱は２１時まで） 

砂町文化センターニュース VOL.5５ 
  

 

             石田波郷記念館 

 
           第 1会議室 


